
平成２５年度公共事業評価意見書に対する対応方針・対応状況

所管部 事業名 箇所・地区名 所在地 意見の内容 対応方針・対応状況

(一)割子切石線
（(仮称)中富IC）

南巨摩郡身延
町

（道路整備課）
中部横断自動車道の平成２９年度の全線開通

を目指し、国土交通省並びに中日本高速道路
(株)と連携を図り、事業工程の管理を徹底し、
計画的な執行に努めていく。

　この事業は、本県の都市づくりの重要拠点である甲府駅南口周辺地域にお
いて、県都の玄関口としてふさわしい都市機能の充実や空間整備のため、県
と甲府市の共同で策定した「甲府駅南口周辺地域修景計画」に基づき、甲府
駅南口駅前広場の再整備や平和通りの整備を行うものであり、事業の必要性
は高いと評価できる。
　また、本事業は、官民一体となって空間的な魅力向上や街のポテンシャル
の増大を図るものであり、地元商店街、商工団体、まちづくり団体など関係
者の期待も非常に大きく、中心市街地の活性化にも資する事業であると評価
でき、実施が妥当である。

　この事業は、都市計画道路田富町敷島線の甲斐市仲新居において、交通の
円滑化を主目標に、両側歩道の２車線道路を整備する街路事業である。
　本事業の整備により、既に完成し供用している区間と現在事業中の区間と
併せて、甲斐市を南北に縦貫する道路がつながることとなり、道路ネット
ワークが強化され、竜王駅付近を中心とした甲斐市内の渋滞緩和が図られる
ものと期待できることから、事業の必要性は高いと評価できる。
　また、道路両側に整備する歩道により歩行者等の安全を確保するととも
に、電線共同溝を併設することにより電柱のない景観に優れた良好な都市空
間を創出することも期待できることから、実施が妥当である。
　なお、本事業整備区間における用地確保および用地補償は、本事業の事業
費と事業期間に大きく影響すると想定されることから、地元の合意形成を図
り、時間管理に努められたい。

　この事業は、中部横断自動車道に設置される（仮称）中富インターチェン
ジの整備と県道割子切石線及び国道５２号からインターチェンジにアクセス
する道路の整備を行うものである。
　中部横断自動車道は、静岡県静岡市から長野県小諸市に至る高速自動車国
道であり、静岡県、山梨県、長野県との連携・交流を促進するとともに、沿
線の方々の安全、安心に寄与するネットワークの構築など大きな整備効果が
期待されている。
　本事業の整備により、旧中富町の中心地や国道５２号から（仮称）中富イ
ンターチェンジにアクセスすることが可能となり、利便性の向上や道路ネッ
トワークの強化を図ることができることから、事業の必要性は高いと評価で
き、実施が妥当である。
　なお、中部横断自動車道は国土交通省並びに中日本高速道路(株)により平
成２９年度の全線開通を目指し、整備が進められていることから、時間管理
を徹底し、計画的な執行に努められたい。

（都市計画課）

（都市計画課）
用地取得にあたっては、地権者の意向を把握

し、地元の協力を得ながら、きめ細かな対応に
努めるとともに、買収が困難な事例は収用案件
として取り扱うなど事業の時間管理を徹底しな
がら、早期の全線開通を目指す。

県土整備部 街路事業 (都)甲府駅前線外
1路線

甲府市

県土整備部 道路事業

事前評価（9件）

県土整備部 街路事業 　(都)田富町敷島
線(仲新居工区)

甲斐市



所管部 事業名 箇所・地区名 所在地 意見の内容 対応方針・対応状況

事前評価（9件）

県土整備部 道路事業 国道１４０号(新
山梨環状道路･東
部区間II期)

甲府市 　この事業は、甲府都市圏を取り囲む「新山梨環状道路」の東部区間（仮）
東油川ランプから（仮）広瀬ランプの区間の整備を行うものであり、既に事
業着手している西下条ランプから（仮）東油川ランプの区間と一体的に整備
を進めることで、甲府都市圏における交通の円滑化と、周辺地域との連携強
化を図るものである。
　本事業の整備により、環状ネットワーク効果の発現とともに交通渋滞の緩
和を図ることができることから、事業の必要性は高いと評価でき、実施が妥
当である。
　なお、新山梨環状道路の整備効果の発現を高めるためには、本事業区間も
含め、残る未整備区間の整備が必要であることから、時間管理を徹底し、計
画的な執行に努められたい。

（道路整備課）
現在事業中である区間と併せ、本事業につい

て地元の合意形成を十分に図り、地元協力のも
と円滑な用地取得に努めていく。工事において
は、全体区間を踏まえた盛土材の効率的なス
トック及び流用を行うなど、計画的に事業を進
めていく。

（道路整備課）
事業について地元の合意形成を十分に図り、

地元協力のもと円滑な用地取得に努めるほか、
集中的な交渉により時間管理を行いながら計画
的に事業を進めて行く。

　この事業は、東京都八王子市と甲府市を結ぶ幹線道路で、緊急輸送道路と
しての役割も担う国道４１１号の丹波山村大常木において、道路幅員が狭
く、道路線形が悪いうえに、道路災害危険箇所を含む未改良区間についてバ
イパス道路を整備するものである。
　本事業の整備により、道路災害危険箇所を回避する安全な道路となるとと
もに、既に完成し供用している区間と併せて、道路ネットワークが強化され
る。さらに通行車両の安全かつ円滑な走行の確保などの観点からも、事業の
必要性は高いと評価でき、実施が妥当である。

　この事業は、甲府市和戸町において、国道４１１号（城東バイパス）から
新山梨環状道路北部区間（仮）和戸ランプにアクセスする道路を整備するも
のである。
　甲府市の市街地においては、慢性的な渋滞が発生しており、渋滞の解消や
アクセス強化のため、これまでも、甲府市の中心街を東西に貫く国道４１１
号について、城東バイパス、城東Ⅱ期バイパスなどの整備が進められてい
る。
　本事業の整備により、甲府市街地と周辺地域との連携が強化され、渋滞緩
和が図れるものと期待できることから、事業の必要性は高いと評価でき、実
施が妥当である。
　なお、本事業整備区間における用地確保および用地補償は、本事業の事業
費と事業期間に大きく影響すると想定されることから、地元の合意形成を図
り、時間管理に努められたい。

県土整備部 道路事業 国道４１１号
((仮)和戸アクセ
ス)

甲府市

県土整備部 道路事業 国道４１１号(大
常木バイパスII期)

北都留郡丹波
山村

（道路整備課）



所管部 事業名 箇所・地区名 所在地 意見の内容 対応方針・対応状況

事前評価（9件）

農政部 中山間地域総合整
備事業

富士川北部 南巨摩郡富士
川町

　この事業は、水稲や果樹栽培が主体の中山間地域である富士川町の北部に
おいて、区画整理、用排水路、農道、鳥獣害防止施設などの農業生産基盤の
整備を総合的に行なう事業である。
　本事業で行う農業生産基盤の整備により、野生鳥獣被害などによる営農意
欲の低下が解消され、耕作放棄地が抑制される。さらに農作業の効率化や生
産性の向上が図られるほか、他事業で建設中の農産物直売所を併設する「道
の駅富士川」の活用により、農業の振興や、都市交流が期待できることか
ら、事業の必要性が高いと評価でき、実施が妥当である。

（耕地課）

農政部 中山間地域総合整
備事業

市川三郷 西八代郡市川
三郷町

　この事業は、水稲や果樹栽培が主体の中山間地域である市川三郷町におい
て、区画整理、用排水路、農道、鳥獣害防止施設などの農業生産基盤の整備
を行なうとともに、集落道、集落排水路、集落防災安全施設、市民農園など
の生活環境基盤の整備を総合的に行なう事業である。
　本事業で行う農業生産基盤の整備により、ほ場が改善されて農作業が効率
化するほか、担い手不足の解消や、野生鳥獣被害が防止される。
さらに、併せて行う生活環境基盤の整備により、農村生活の安全性や利便性
を高め、地域の活性化が期待できることから、事業の必要性が高いと評価で
き、実施が妥当である。

（耕地課）

農政部 中山間地域総合整
備事業

黒駒東 笛吹市 　この事業は、果樹栽培が主体の中山間地域である笛吹市御坂町において、
区画整理、用排水路、農道、鳥獣害防止施設などの農業生産基盤の整備を総
合的に行なう事業である。
　本事業で行う農業生産基盤の整備により、狭小で段差の大きいほ場が改善
されて農作業が効率化するとともに、野生鳥獣被害が防止され、営農意欲が
向上し耕作放棄地が抑制される。これにより、農業経営の安定化、新たな担
い手確保を図ることが期待できることから、事業の必要性が高いと評価で
き、実施が妥当である。

（耕地課）



区分 所管部 事業名 箇所・地区名 所在地 意見書の内容 対応方針・対応状況

　この事業は、山梨市北部の県有林を中心とする１，２３７ｈａの森
林を管理経営することを目的とした、地域林内路網の骨格となる森林
基幹道を整備する事業である。
　当路線の利用区域内は、カラマツ、ヒノキ等の人工林が５８％を占
めており、既開設区間において県有林管理計画に沿った伐採や森林整
備が効率的に実施されているなど、一定の事業成果が認められる。ま
た、乾徳山、西沢渓谷へのアクセス道として、森林の保健休養利用に
も寄与している。
　現在、計画どおりの進度で進捗しており、今後も順調に事業が進捗
すると見込まれることから、更なるコスト削減と時間管理を徹底し、
計画どおり平成２７年度までの完成に努められたい。

　この事業は、大月市梁川町と上野原市秋山尾崎を結び、桂川流域、
秋山川流域の１，３１３ｈａの森林を管理経営することを目的とし
た、地域林内路網の骨格となる森林基幹道を整備する事業である。
　当路線の利用区域内は、スギ、ヒノキ等の人工林が４９％を占めて
おり、既開設区間において森林の多面的な機能を発揮させるための森
林整備や、伐採、造林等の林業経営が効率的に実施されているなど、
一定の事業成果が認められる。
　また、生活関連林道として、大月市と上野原市秋山における一体的
な生活圏の形成や、災害時における集落孤立化の回避、緊急輸送路と
しての地元の期待も大きい。
　現在、計画どおりの進度で進捗しており、今後も順調に事業が進捗
すると見込まれることから、更なるコスト削減と時間管理を徹底し、
計画どおり平成２７年度までの完成に努められたい。

大月市
上野原市

　この事業は、都留市東部の県有林を中心とする１，５３９ｈａの森
林を管理経営することを目的とした、地域林内路網の骨格となる森林
基幹道を整備する事業である。
　当路線の利用区域内は、スギ、ヒノキ等の人工林が６５％を占めて
おり、既開設区間において県有林管理計画に沿った伐採や森林整備が
効率的に実施されているなど、一定の事業成果が認められる。
　また、県道都留道志線と県道四日市場上野原線を連絡することによ
り、広域的な地域間交通の利便性の向上や、災害時の迂回路としての
機能も期待される。
　現在、計画どおりの進度で進捗しており、今後も順調に事業が進捗
すると見込まれることから、更なるコスト削減と時間管理を徹底し、
計画どおり平成２７年度までの完成に努められたい。

菅野盛里線 都留市林道事業

森林環境部 林道事業 富士東部(北)線

森林環境部

再評価（10件）

森林環境部 林道事業 乾徳山線 山梨市現計画ど
おり継続
すること
が妥当と
判断した
事業

（治山林道課）
　平成２７年度までの完成に向けて着実に事業を推
進していく。

（治山林道課）
　平成２７年度までの完成に向けて着実に事業を推
進していく。

（治山林道課）
　平成２７年度までの完成に向けて着実に事業を推
進していく。



区分 所管部 事業名 箇所・地区名 所在地 意見書の内容 対応方針・対応状況

再評価（10件）

計画内容
を見直
し、工期
の変更を
行った上
で継続す
ることが
妥当と判
断した事
業

農政部 畑地帯総合整備
事業

　この事業は、甲府市（旧中道町）の間門川における治水事業であ
り、河道拡幅や放水路整備により、治水安全度の向上を図り、氾濫を
防止することを目的としている。
　この河川の流域は、人家等の集積に加え、緊急輸送道路である国道
１４０号、国道３５８号が交差する交通の要所となっているが、台
風、集中豪雨時にはたびたび浸水被害が生じており、この事業の必要
性や緊急性は高く、出来るだけ速やかに事業を完成することが重要で
ある。
　現在、計画どおりの進度で進捗しており、用地取得も全て完了して
いるため、更なるコスト削減と時間管理を徹底し、計画どおり平成２
６年度までの完成に努められたい。

峡東流域下水道 甲府市
山梨市
笛吹市
甲州市

工期の変
更を行っ
た上で継
続するこ
とが妥当
と判断し
た事業

現計画ど
おり継続
すること
が妥当と
判断した
事業

県土整備部 下水道事業

県土整備部

　この事業は、峡東流域下水道における幹線管渠や処理施設を整備す
る事業である。今回の見直しは、関係市の財政状況の悪化等により、
市が整備する公共下水道事業の遅延状況を踏まえて、事業期間を１７
年間延長し、平成４９年度までに完成する案となっている。
　県が整備する流域下水道事業については、関係市の公共下水道整備
の進捗に合わせる必要があることから、事業期間の延長はやむを得な
いものと認められるが、事業期間の大幅な延長のため、今後１０年毎
の整備目標を定めたうえで、事業の進捗に関する時間管理を厳格に行
う必要がある。
　このため、進捗状況については、下水道事業に関する再評価間隔
（１０年間）の中間年度となる５年毎に当委員会に報告するものと
し、見直し案のとおり計画年度での完成に努められたい。

　この事業は、笛吹市御坂町の扇状地に広がる果樹地帯に、農道、排
水路、区画整理などの農業生産基盤整備を総合的に行い、農作業の効
率化や、農産物の安定的な生産を図る事業である。
　今回の見直し案は、基準改定に伴う事業費の増額と、区画整理事業
の換地処分に伴う事業期間を延長し、平成２７年度の完成を目指す案
となっている。
　本事業の農業基盤整備により営農環境が改善され、農作業の効率化
や、山梨県が誇る果樹の安定的な生産が期待されることから、見直し
案どおり事業費を増額して、平成２７年度の完成に努められたい。
　なお、換地計画に時間を要することは理解できるが、前回の再評価
時からさらに工期延期を行なうため、今後は厳格な時間管理に努めら
れたい。

（下水道室）
　流域下水道事業は、再評価間隔(１０年)の中間年
度となる５年毎に公共事業評価委員会へ進捗状況を
報告する。
　また、関連４市の整備にあわせ計画的な施設整備
を行い、平成４９年度までの完成に努めるととも
に、１０年毎の整備目標を定めて、事業期間が遅延
しないよう、事業進捗の時間管理を厳格に行う。

（耕地課）
   換地計画に期間を要したことで工期を延期するこ
ととなったが、残事業を執行するにあたっては、関
係者へ換地手法をより分かりやすく詳細に説明する
など、合意形成を円滑に進めることで、時間管理の
徹底を図り、平成27年度の完成に向けて取り組ん
でいく。

（治水課）
　用地取得が全て完了していることから、必要な予
算を優先的に確保し、計画どおり平成２６年度の完
成に努めていく。

大野寺 笛吹市

治水事業 間門川 甲府市



区分 所管部 事業名 箇所・地区名 所在地 意見書の内容 対応方針・対応状況

再評価（10件）

森林環境部 林道事業 塩平徳和線（西
区間）

山梨市

農政部 畑地帯総合整備
事業

笛吹川左岸計画内容
を見直
し、工期
の変更を
行った上
で継続す
ることが
妥当と判
断した事
業

（耕地課）
  必要な予算を優先的に確保するなど、時間管理の
徹底を図り今回案の平成２７年度に事業を完成さ
せ、畑地の表土流失防止や観光農業の展開などの事
業効果が早期に発現できるよう努めていく。

（耕地課）
　平成2７年度の完成に向けて、必要な予算を優先
的に確保するなど、時間管理の徹底を図る。
　今後、同種事業で増額が生じた場合は、予算配分
計画や費用対効果の分析を徹底し、ワークショップ
手法を充実して住民等の意向がより一層反映された
熟度の高い計画策定とその着実な実施に努めてい
く。

（治山林道課）
　平成２７年度までの完成に向けて着実に事業を推
進していく。

農政部 中山間地域総合
整備事業

鳴沢 南都留郡
鳴沢村

　この事業は、富士北麓に位置する野菜や花き栽培などを行なう中山
間地域である鳴沢村において、用排水路、農道、区画整理などの農業
生産基盤の整備を行なうとともに、集落道や鳥獣害防止施設などの生
活環境基盤を総合的に整備する事業である。
　今回の見直し案は、豪雨による畑地の表土流失を防止するための排
水路の追加整備や、観光農園へのアクセス向上を図る農道の線形変更
による事業費と事業量の増加、それに伴い事業期間を２年間延長する
案となっている。
　本事業は、農作業の効率化、省力化を図り、農業経営の安定化や地
域農業の持続的発展に寄与する。さらに、この地域は国内有数の観光
地である立地条件を活かした観光農業の展開が期待できることから、
その実現のため見直し案どおり、平成２７年度の完成に努められた
い。

笛吹市

　この事業は、山梨市牧丘町の鼓川左岸流域、琴川右岸流域の９３７
ｈａの森林を管理経営することを目的とした、地域林内路網の骨格と
なる森林基幹道を整備する事業である。
　当路線の利用区域内は、スギ、ヒノキ等の人工林が県下平均の約２
倍となる８３％を占めており、既開設区間において伐採、保育等の林
業経営が効率的に実施されているなど、一定の事業成果が認められ
る。しかしながら、用地交渉の難航などにより当初計画期間の平成２
５年度末時点で約１，０００ｍが未完成となる見込みとなっている。
　県道塩平窪平線と県道柳平塩山線の連結など、広域的な林内路網の
ネットワークを形成し、地域林業の振興を図ることが当路線の所期の
目的であり、事業効果も大きいと認められること、また、線形変更に
より用地問題も解決していることから、更なるコスト削減と時間管理
を徹底し、見直し案どおり平成２７年度までの完成に努められたい。

　この事業は、笛吹市八代町及び御坂町における金川扇状地に展開す
る果樹地帯に、区画整理や農道、排水路等の農業生産基盤整備を総合
的に行う事業である。
　今回の見直し案は、事業の進展に伴い農家の営農意欲が高まり、区
画整理の要望が強いことから、１０ｈａの面積増により、事業費を増
加するとともに事業期間を延長し平成２７年度の完成を目指す案と
なっている。
　本事業により、農作業の効率化や省力化を図り、農業経営の安定化
や果樹農業の持続的発展に寄与することから、見直し案どおり事業費
を増額して、平成２７年度の完成に努められたい。
　なお、今後の同種事業において事業費の増額については、費用対効
果や予算枠など慎重に検討し、精度の高い事業計画の策定とその実施
に努められたい。



区分 所管部 事業名 箇所・地区名 所在地 意見書の内容 対応方針・対応状況

再評価（10件）

森林環境部 林道事業 富士東部（南)線 上野原市
南都留郡
道志村

　この事業は、上野原市秋山尾崎と道志村竹之本を結び、秋山川流
域、道志川流域の１，２８５ｈａの森林を管理経営することを目的と
した、地域林内路網の骨格となる森林基幹道を整備する事業である。
　当路線の利用区域内は、スギ、ヒノキ等の人工林が６１％を占めて
おり、既開設区間において森林の多面的な機能を発揮させるための森
林整備や、伐採、造林等の林業経営が効率的に実施されているなど、
一定の事業成果が認められる。
　また、生活関連林道として、上野原市秋山と道志村における一体的
な生活圏の形成や、災害時における集落孤立化の回避、緊急輸送路と
しての地元の期待も大きい。
　計画では平成２７年度完成としているが、当初トンネルを計画して
いた上野原市と道志村境の尾根部について、地元市村・森林所有者の
意向を踏まえ、森林施業により資する線形とするため、トンネルを取
りやめることとし、これによる延長増と計画期間延長の見直し案の提
示があった。
　林業経営の視点からトンネル計画の見直しは有益であり、事業費も
削減できることから、更なるコスト削減と時間管理を徹底し、見直し
案どおり平成３２年度までの完成に努められたい。

（治山林道課）
　平成３２年度までの完成に向けて着実に事業を推
進していく。

計画内容
を見直
し、工期
の変更を
行った上
で継続す
ることが
妥当と判
断した事
業



所管部 事業名 地区・路線名 所在地 意見の内容 対応方針・対応状況

　この事業は、県を代表する高品質で安定した果樹生産を行なっている甲
州市において、輸送の合理化や、沿線農地の利便性の向上、観光客の流入
増加を図り、地域農業の発展に寄与するための農道整備事業である。
整備後は、集出荷施設から市場への迅速な農産物輸送や、都市住民の入り
込み客の増加のほか、生活道路としても利便性の向上が図られているな
ど、事業効果が大きく、事業目標が達成できたと評価できる。

　この事業は、八ヶ岳山麓の南側に位置する稲作栽培を主体とする地域に
おいて、農道の整備により、中央道小淵沢、長坂インターチェンジなどに
直結するとともに、国道１４１号、２０号との連結や、分断された八ヶ岳
地域と茅ヶ岳地域を結び、沿線農地の利便性や、集落間アクセスの向上、
地域農業の持続的な発展を図ることを目的とした農道整備事業である。
　整備後は、迅速な農産物輸送や、効率的な農地への往来、農産物の販売
促進、さらに一般交通の流入増加など、事業効果が大きく、事業目標が達
成できたと評価できる。
　

　この事業は、県の中北部に位置し、ブドウ、リンゴ等の栽培を中心とす
る生産条件が厳しい中山間地域である牧丘町において、農道、排水路、活
性化施設、交流施設、農村公園、鳥獣害防止施設などの整備を行なった事
業である。
　整備後は、農作物の品質の向上や、輸送時間の短縮などにより農業経営
の改善が図られたほか、農村の環境整備を行なったため、都市住民との交
流が図られるなど、事業効果が大きく、事業目標が達成できたと評価でき
る。

　この事業は、甲府盆地南部に位置する新規住民と農家が混住する地域に
おいて、農業基盤の整備と併せて住環境への配慮を行い、動植物の保護と
快適な水辺環境の確保を図りながら、農業用排水路、集落排水路、水辺環
境、農道などの整備を行なった事業である。
　整備後は、湛水被害の防止や、農業生産性の向上、地域住民との交流と
憩いの場の創設により水辺環境活動など地域活動が盛んになるなど、事業
効果が大きく、事業目標が達成できたと評価できる。

（耕地課）

広域営農団地農道
整備事業

牧丘

農政部 農村振興総合整備
事業

今川

東山東部 甲州市

農政部 八ヶ岳 北杜市

農政部 中山間地域総合整
備事業

山梨市

事後評価（12件）

（耕地課）

（耕地課）

（耕地課）

中央市・
中巨摩郡
昭和町

農政部 広域営農団地農道
整備事業



所管部 事業名 地区・路線名 所在地 意見の内容 対応方針・対応状況

事後評価（12件）

県土整備部

　この事業は、更新時期を迎えている県営住宅の建替事業であり、老朽化
し狭小であった住戸の居住機能を改善し、様々な居住形態に合わせた型別
供給を行うなど、公営住宅として適正な整備がされたものである。
　総事業費については、コスト縮減が図られており、工期についても計画
どおりの工期で完成している。また、この整備により、現在、全戸入居し
ており、住宅需要の高い甲府市において、高齢者等の生活に配慮した良質
な住宅を供給することに貢献した事業であると評価できる。

　この事業は、西八代郡市川三郷町黒沢から旧鰍沢町に流下する新川にお
いて、洪水被害を防止するため、河道を拡幅整備したものである。
　この整備により、洪水被害の危険度が低減するとともに想定被害額が減
少したことから、洪水被害の防止に貢献した事業と評価できる。
　一方、この事業は昭和６１年度に着手し、平成２０年度に完成するまで
２３年を要しているが、今後の同種事業の計画策定にあたっては、優先施
工区間や早期に事業効果が発現できるような区間を事業化するなど、徹底
した時間管理のもとでの事業実施に努められたい。

治水事業 新川

(主)韮崎南アルプ
ス中央線(新山梨
環状道路南部区間
(田富･玉穂工区))

中央市道路事業

県土整備部 治水事業 小佐野川

県土整備部

　この事業は、甲府都市圏を取り囲む地域高規格道路「新山梨環状道路」
南部区間のうち、旧田富町（西）から旧玉穂町（東）の区間を整備した事
業であり、甲府市内に集中する交通を分散し、甲府市街地の交通渋滞の緩
和や、周辺地域との連携強化を目的としたものである。
　高架橋基礎形式の変更や遮音壁費用の増加により、総事業費が増額して
いる。また、一部の用地取得の遅れから、事業期間についても２年間延長
されたが、この整備により、周辺地域との連携強化が図られ、交通の円滑
化に貢献した事業として評価できる。
　なお、新山梨環状道路は、山梨県の交通ネットワークの骨格をなし、甲
府都市圏における幹線道路の交通環境の改善を図る重要な道路である。こ
のうち南部区間は、県道の自動車専用道路として、最初に供用された。こ
の供用により高規格道路の重要性が広く認識されることとなった。

（道路整備課）

県営住宅千塚北団
地

西八代郡
市川三郷
町・南巨
摩郡富士
川町

（治水課）
　今後の河川事業の計画策定においては、事業効果
を早期に発現させるため、適切な事業区間を設定
し、時間管理の徹底に努めていく。

　この事業は、富士吉田市東部を流下する小佐野川において、洪水被害を
防止するため、河道を拡幅整備したものである。
　この整備により、洪水被害の危険度が低減するとともに想定被害額が減
少したことから、洪水被害の防止に貢献した事業と評価できる。また、既
設護岸を活かした整備を行うことにより、総事業費が減額されており、費
用対効果が高い事業となっている。
　一方、この事業は昭和５０年度に着手し、平成２０年度に完成するまで
３０年以上の期間を要しているが、今後の同種事業の計画策定にあたって
は、優先施工区間や早期に事業効果が発現できるような区間を事業化する
など、徹底した時間管理のもとでの事業実施に努められたい。

（治水課）
　今後の河川事業の計画策定においては、事業効果
を早期に発現させるため、適切な事業区間を設定
し、時間管理の徹底に努めていく。

富士吉田
市

県土整備部 住宅事業 （建築住宅課）甲府市



所管部 事業名 地区・路線名 所在地 意見の内容 対応方針・対応状況

事後評価（12件）

（道路整備課）

県土整備部 道路事業 (一)白井河原八田
線(白井河原バイ
パス)

甲府市･笛
吹市

　この事業は、一般県道白井河原八田線の白井河原橋から蛍見橋におい
て、堤防上の現道の幅員が狭小であり、交通事故も発生していたため、バ
イパス道路を整備したものであり、総事業費や工期など概ね当初計画のと
おり実施された。
　この整備により、通行車両の安全で円滑な通行が可能となり、また、歩
道が整備されたことから歩行者等の安全性も向上したため、交通の円滑化
と安全性向上に貢献した事業と評価できる。
  

（道路整備課）

県土整備部 道路事業 (一)武田八幡神社
線(武田橋)

韮崎市 　この事業は、一般県道武田八幡神社線の釜無川を渡河する武田橋におい
て、道路の幅員が狭小なうえに、橋の両端部にある交差点に右折レーンが
整備されていなかったことから、河川の渡河部に集中する交通により、慢
性的な渋滞が発生していたため、交差点改良整備を行ったものであり、総
事業費や工期など概ね当初計画のとおり実施された。
　この整備により、主要渋滞ポイントとなっていた交差点の渋滞が緩和さ
れ、交通の円滑化と安全性向上に貢献した事業と評価できる。

県土整備部 　この事業は、一般県道島上条宮久保絵見堂線の甲斐市竜地から団子新居
において、道路の幅員が狭小なうえに歩道も未整備であったため、人家が
密集する地域を迂回するバイパス道路を整備したものであり、総事業費や
工期など概ね当初計画のとおり実施された。
　この整備により、通行車両の安全で円滑な通行が可能となった。
　また、交通の転換により現道部の交通が減少し、歩行者等の安全性も向
上されたことから、交通の円滑化と安全性向上に貢献した事業と評価でき
る。

　この事業は、主要地方道茅野北杜韮崎線の韮崎市穴山町において、ＪＲ
穴山駅への通勤通学路となる道路の幅員が狭小なうえに歩道も未整備で
あったため、バイパス道路を整備したものである。
埋蔵文化財調査費用の増加により総事業費が増加しているが、この整備に
より、車両の安全で円滑な通行が可能となった。
　また、交通の転換により現道部の交通が減少し、歩行者等の安全性も向
上したことから、交通の円滑化と安全性向上に貢献した事業と評価でき
る。
　しかし、用地買収において公図と現況が一致していない箇所があり、地
図訂正に時間を要したため事業期間が５年間延長となった。今後、同種事
業の計画にあたっては、事前に地元自治体と協力し早期解決を図るなど、
徹底した時間管理のもとでの事業実施に努められたい。

(主)茅野北杜韮崎
線(穴山バイパス)

（道路整備課）
　事業初期段階から、用地取得に問題がある箇所を
把握したうえで、地元自治体と協力し問題の早期解
決のための対策を講じ、工程管理を徹底するよう努
める。

道路事業

県土整備部 道路事業 韮崎市

(一)島上条宮久保
絵見堂線(大垈バ
イパス)

甲斐市 （道路整備課）



所管 事業名 地区・路線名 所在地 意見の内容 対応方針・対応状況

森林環境部
農政部
県土整備部

（４）事後評価時において新たな便益が追加された際の記載について
　事後評価時点において新たな便益を追加した場合は、事業との関連性
を具体的に記載願いたい。

（3部共通・事務局で調整）
　事後評価時点において新たな便益を追加した場合は、事業と
の関連性がわかるよう具体的に調書に記載する。

森林環境部
農政部
県土整備部

（３）公共事業における工期設定について
　工期設定で重要となる用地取得の期間については、過去の実績を参考
とするなど、適正な工期設定に努められたい

（3部共通・事務局で調整）
　用地取得の期間については、地権者数等のほか、各々の地権
者との交渉状況にも左右されるため、過去の実績等を参考に慎
重な工期設定に努める。

森林環境部
農政部
県土整備部

（２）再評価調書における計画変更の記載について
　再評価の前に実施した軽微な計画変更の内容についても、評価調書に
は変更に至った要因とその後の対応状況等を具体的に記載願いたい。

（3部共通・事務局で調整）
　軽微な計画変更であっても、再評価において事業継続の妥当
性などを判断するうえで重要となる要因については、変更に
至った経緯やその後の対応状況などを具体的に調書に記載す
る。

付帯意見

森林環境部
農政部
県土整備部

（１）評価調書の記載事項について
　用地確保が困難なためにルート変更を行うようなケースについては、
費用便益比の比較を行うなど、評価調書への表記の工夫を検討された
い。

（3部共通・事務局で調整）
　ルート変更等による事業効果への影響について、費用便益費
の比較などにより、的確に評価調書に記載する。


